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  お願い 

 

 

 

 

 

 

 

本書内に記載されている会社名、製品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 

 

・本書に関する著作権は FCS-Techno社に帰属します。FCS-Technoの事前の許可なく、本書の一部 

あるいは全部を複写・複製、再配布することを禁止します。 

・本書および本製品は、予告なく変更されることがあります。 

・本製品の使用効果については一切責任を負いかねますので、ご了承ください。 

・本書にご不明な点、誤植、記載漏れ、乱丁、落丁などがありましたら弊社までご連絡ください。 
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ご利用の手引き 

 

1. 初めに 

 Ganymede with File Search をご購入いただき、誠にありがとうございます。 

 本書は、クライアントブラウザ側の機能概要、表示情報、操作方法、注意事項に関する解説書です。 

 本製品をご利用になる前に一読下さるようお願い致します。 

 

1.1. 本書の目的と対象読者 

本書の目的は、ワンタイム URL 発行者より通知された WEB サイトに接続し、該当サイト上にアップされた 

ファイルのダウンロードを行なうユーザー様を対象として書かれております。 

 

・セキュアメッセージ便に関してご理解されている。 

・ワンタイム URL 発行者との連携が可能な状況にある。 

・Web ブラウザの標準的な操作方法に関してご理解されている。 

・ネットワーク環境における PC の操作方法に関してご理解されている。 

 

1.2. 提供されるモジュールの内容 

クライアント PC 側へのソフトウェアのインストール等は一切行いませんので、クライアント OS 専用の 

モジュールの提供はありません。 

 

1.3. Java Script について 

クライアント PC 側でファイル情報の表示および操作を行う際に、その操作の大半は「Java Script」を 

活用して行います。Java Script の実行許可の設定を「許可する」に設定してください。 

 

1.4. 対象とする OS、及び推奨動作環境 

セキュアメッセージ便の Web ブラウザに関しましては標準的な Web ブラウザを想定しておりますので、 

特別なアドインモジュールは必要としておりません。Windows 7 以上の OS での利用が可能となります。 

推奨動作環境につきましては、上記 OS の稼働に最適と推奨されている稼働環境をご参照ください。 

画面サイズに関しましては、「1150 * 780」以上のサイズでご利用下さい。指定サイズ以下の場合、 

表示情報が一部欠ける場合があります。 
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2. セキュアメッセージ便の機能概要 

セキュアメッセージ便とは、「Ganymede with File Search」の利用ユーザーと外部ユーザーとのファイル 

授受を、セキュアな環境で実現する事を可能にしたファイルトランスファーサービスです。 

基本プロトコルは「HTTPS」になります。 

利用ユーザー・外部ユーザーそれぞれ「専用のメッセージボックス」でファイルを集約管理します。 

他のユーザーのファイルが混在する事はありません。 

 

・利用者ユーザー（GFS ユーザー・外部ユーザー）専用のメッセージボックスでファイル管理。 

・配布ファイル、アップファイルも専用のサブボックスで管理。 

・セキュアメッセージ便 Web サイトへの接続は、ワンタイム URL + ワンタイムトークンの２重方針を採用。 

・新規に発行されるワンタイムトークンは常にユニークなワンタイムトークンを発行。 

・ワンタイム URL 発行者別にワンタイム URL を生成、一定間隔で新たなワンタイム URL に切り替え。 

・配布ファイル操作画面、アップロードファイル操作画面、ヘルプファイル画面でタブで切り替え。 

 簡単操作でファイル授受を実現。 

・個々の授受ファイルに、そのファイルに関するコメントの付与機能を提供。 

・アップロードファイルの入力にはドラッグ&ドロップ方式を採用。 

 また、最大で１０ファイルの同時アップロード機能も提供。 

・メール通知機能を提供。 
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2.1. Web ブラウザの操作画面 

・ログイン画面 

 

・File Box の操作画面 
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・Send Box の操作画面 

 

・Info Box の操作画面 
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2.2. 操作画面の共通項目 

【必要操作】 

・画面を終了する場合は画面右上に表示されている「CLOSE」ボタンをクリックして終了してください。 

   

 

 

【画面レイアウト】 

・ログイン画面以外は全て固定フィールドのレイアウトを採用しております。 

 画面サイズに合せた可変レイアウトは採用しておりませんので、スクリーンサイズによっては画面 

 表示が崩れる場合もありますのでご注意ください。 

 

【操作タイムアウト】 

・無操作状態が連続して２０分以上続いた場合、タイムアウトが発生し通常操作を行うことができない 

  状態になる事があります。その場合は、一旦「CLOSE」ボタンをクリックして画面を閉じてください。 

 

【ブラウザ固有操作】 

・F5 キーによる画面更新、マウスボタン右クリックによる POPUP メニューからの操作等のブラウザの 

 機能に基づく画面操作は行わないで下さい。 

 

【操作画面の切り替え】 

・各操作画面の切り替えは、タブアイテムをクリックすることで行ないます。但し、「Send Box」に 

 関しましては、ファイルのアップロードが許可されている場合のみ選択が可能となります。 
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2.3. ログイン画面からのサービスログイン 

セキュアメッセージ便を利用する場合、必ず本画面からのログインを行う必要があります。 

また、通知された「ワンタイムＵＲＬ以外からのセキュアメッセージ便 Web サイトへの接続」は、その 

接続そのものを拒否します。 

 

【ユーザーID / パスワード】 

・入力された文字情報はそのままサーバー側に渡されます。 

 大文字／小文字の違いも有効となりますので注意が必要です。 

・ワンタイム URL 通知メールに記載されたユーザーＩＤを入力して下さい。 

・パスワード情報通知メールに記載されたパスワードを入力して下さい。 

 

【操作タイムアウト】 

・無操作状態が連続して２０分以上続いた場合、サーバー側は無効なコネクション状態と判断しますの 

 で、無効状態のコネクションからのログイン要求は受け付けません。 

 セッションタイムアウトが発生した場合は、「CLOSE」ボタンをクリックして処理画面を閉じて下さい。 

 

【パスワード入力エラーによる操作ロック】 

・ワンタイム URL 発行者がパスワード入力エラーで操作ロック指定を有効に設定していた場合は、 

 同一ログイン画面で連続してパスワードエラーとなった場合、操作がロックされます。 

・操作ロック状態のワンタイム URL への接続は異常接続と判断し、全ての操作をロックします。 
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2.4. File Boxの操作画面 

 

 

 

【配布ファイル表示フィールド】 

・ワンタイム URL 発行者がアップロードしたファイル情報を一覧表示します。 

・表示フィールドの高さは固定長ですので、表示部位が欠けている場合はブラウザの高さ調整を行い 

 全体が表示されるまで高さを広げて下さい。 

・配布ファイルに、その配布ファイル専用のコメント付与されたいた場合、「Document Information」 

 カラムに表示します。全てのコメント表示が行なえない場合はツールチップとして表示します。 

 マウスカーソルをコメントフィールドに合わせて下さい。ツールチップが表示されます。 

 

【ワンタイム URL通知メールの本文表示フィールド】 

・ワンタイム URL への接続情報を記載したメールの本文メッセージを表示します。 

・表示フィールドの高さは固定長ですので、表示部位が欠けている場合はブラウザの高さ調整を行い 

  全体が表示されるまで高さを広げて下さい。 

・本文行数が表示枠を超える場合、縦スクロールバーが有効となります。 

 

【操作タイムアウト】 

・無操作状態が連続して２０分以上続いた場合、サーバー側は無効なコネクション状態と判断しますの 

 で、無効状態のコネクションからの操作は受け付けません。 

 セッションタイムアウトが発生した場合は、「CLOSE」ボタンをクリックして処理画面を閉じて下さい。 

配布ファイル表示フィールド ワンタイムＵＲＬ通知メールの本文表示 
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2.5. Info Boxの操作画面 

 

 

 

【操作ドキュメント表示フィールド】 

・画面操作に関するドキュメントファイルを表示します。 

・画面操作に関しましては、各ドキュメントをダウンロードしてください。 

・ファイルをダウンロードする場合は、「Down」カラムのアイコンをマウスクリックしてください。 

・テキストファイルは、「拡張子に関連付け」でダウンロードします。 

・PDF ファイルは、「バイナリストリーム」としてダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作ドキュメント表示フィールド 
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3. File Box の操作概要 

配布ファイルの表示順は、ワンタイム URL 発行者が登録した順に表示します。 

日付情報の表示フィールドに関しましては、その配布ファイルのダウンロードが可能な期限を表示します。 

また、ワンタイム URL 発行者がファイルのダウンロード回数に制限を設定していた場合は、指定の回数に 

達した配布ファイルは表示対象から除外します。 

ログイン回数に制限が設定されている場合も有りますので、１回のログイン処理で全ての配布ファイルの 

ダウンロードを行ってください。 

 

3.1. ファイルのダウンロード 

 

ファイルの種別に関係なく全てのファイルを、「バイナリーストリーム」形式でダウンロードします。 

ダウンロードファイルの保存に関しましては、ご利用ブラウザに合せて行って下さい。 

 

3.2. ファイルコメントの表示 

 

配布ファイルにコメントが付与されていた場合で、そのコメントの全てをフィールド上に表示できない 

場合は、「ツールチップ」として表示しますので、表示フィールドにマウスカーソルを合わせて下さい。 

 

3.3. HELP ボタン 

 

Info Box ウィンドウに切り替えます。 

 

ツールチップ表示 

クリック 

クリック 
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3.4. 通知メールの登録 

処理画面の終了時にワンタイム URL 発行者に対するメール通知を行う事ができます。 

メール通知を行う条件は、通知メールの登録が行なわれている事、処理画面の終了方法として「close」 

ボタンをクリックして終了する事です。 

ブラウザの「閉じるボタン」等で終了した場合はメール送信を行いませんので注意が必要です。 

 

 

 

【通知メールの登録】 

 

・メールタイトルとして半角英数字で 64 文字まで入力が可能です。 

・メール本文として半角英数字で 500 文字まで入力が可能です。 

・「ＨＴＭＬ特殊文字」に該当する文字の入力は行えません。 

・前方と後方の空白文字は削除します。 

 

【通知メールの確定】 

・メール入力の完了後、「Regist」ボタンをクリックして下さい。 

 

【通知メールの登録を解除】 

・「Clear」ボタンをクリックして下さい。登録した内容を破棄します。 

クリック 


